














 

 

ザインの可能性を開き，筆を持ったことのない海外の

人にも書の文化を浸透させるきっかけになるものであ

ると期待している．また，特徴的なストロークによる

描画が行えるため，書にとどまらぬ新しいデザイン手

法としての可能性も秘めていると考えている． 
 現代音楽はシンセサイザなどの電子楽器の出現によ

り全く新しい概念と表現を獲得した 29)．我々も本稿

が描画表現に新しい概念と表現をもたらすことを期待

する． 
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